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    第 117期 第３回 東京奄美会（拡大）役員会議事録 

 

日  時：平成 27年８月 1日（土）１３時３０分～１４時１５分 

場  所：三州倶楽部２F 

議事進行：中濱事務局長 

記  録：外内(書記担当) 

 

会議に先立ち、この度ご逝去され当会参与である米崎七郎氏（御逝去日３月１

日）及び中田初男氏（御逝去日７月２３日）に哀悼の意を表し、全員で黙祷を捧

げた。 

 

〇森会長あいさつ（要旨） 

暑さ厳しき折、ご参集戴きありがとうございます。２６年前の９０周年記念

の時の資料を見たところ、奄美会の会員は 11,000 人で、喜界出身者は 1,200

名、特に小野津会集落の人数が際立って多く、ご住所を見ると板橋区、文京区

に集中しており“島チュ”の団結力を窺わせるものがあります。 

本日は大運動会他、審議事項がありますので、宜しくご審議お願いします。 

〇役員交代について（中濱事務局長） 

郷友会の中で 

伊仙町会の会長  旧 小坂田上氏    新 勝 光重氏 

徳之島町会の会長 旧 河島良政氏     新 泰良 宗男氏  

名瀬会（変更の年であったが継続する） 

執行部の幹事長代理 旧 勝 光重氏   新 山木域予氏 

 と変更があった。 

協議事項 

第 117回総会・大運動会実施について（花岡幹事長） 

下記項目について、花岡幹事長より別紙にも基づき説明があり、審議の結果、

出席者全員の承認が得られた。 

〇総会・大運動会実施要領（案） 

  式次第・来賓者・東十条小学校に対する感謝状贈呈の件 

〇プログラム広告の件、 

別紙プログラム冊子への協賛広告目標額１６０万円、各郷友会にお願はい

つもの割合に応じてそれぞれの協賛広告の目標額を記載してあるので、御協

力をお願いしたい。過去に各郷友会から協力金として相当額の納入をお願い

していることもあるが、今回は、協賛広告で賄うことにするし各郷友会から
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協賛金をお願いすることは無い。なお、各郷友会に示した額はあくまでも目

標額であり、絶対額ではない。しかし目標額を超過した額の２割は報奨金と

して払い戻すことにする。 

〇北区東十条小学校への感謝状贈呈の件 

   謝礼については、別紙予算（案）の補足説明にある“記念品代”の中か 

  ら引き当てる事とする。 

〇青年部より（原田青年部副部長） 

   別添、大運動会実行委員名簿にある、受付、弁当、プラカードについては、

9月 22日までに、各郷友会の責任者氏名を提出するよう依頼あり。 

 

■報告事項 

１．郷土表敬訪問計画内容及び参加者数（花岡幹事長） 

   別添、郷土表敬訪問実施に対する詳細に基づき説明があり、参加者は 33 

  名であること 

    Aコース（前行程） １１月１２日～２１日  １１名 

    Bコース（北大島） １１月１２日～１７日   ２名 

    Cコース（南大島） １１月１８日～２１日  ２０名 

    Dコース（ゴルフ大会参加後における合流者）  ０名  

  であり、準備の都合上「締切」したこと、及び以下事に関しての補足明があ

った。 

１）3社から相見積をとり、東方インターナショナルに決めた経緯等 

２）コンセプトは、各市町村の表敬と情報の交換である 

３）情報交換は訪問先の各役場の幹部及び住民と会費制で行うこと、 

４）料金には昼食代が入っていない事 

２．文化広報部活動報告他（竹内文化広報部長） 

   先に行われた文化講演会について、参加人数131名で内容は分かり易く，

時宜を得た内容で興味深いものがあり、聴講された方からも「内容が良かっ

た」とか「盛会であった」というお褒めの言葉を頂いたこと及び参加された

方々への者への謝意が述べられた。 

  文化広報部の活動については、別添の活動報告の通りで、広報委員会のあり

方を含め、現在文化広報部の下部組織である「文化広報部広報委員会」の規

約は存在しるが、本来の文化広報部の規約が無いため、制定すべく検討して

いることの説明があった。 

 

≪バナー広告について≫ 

    現在 5 社の広告が掲載されているが、未だ余白があり、ホームページ
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運営上もさらに数社の掲載が必要なので、各郷友会につき、1件づつでも 

掲載を依頼したく事業主（掲載主）を探して欲しいとのお願いがあった。 

   

≪講演会時の収支関係≫ 

   千葉会計長から 

会場費・懇親会費・諸準備費用等々の支出と会費収入はトントンであ

ったことの報告あり（14,000円の黒字であったとの由） 

   森 会長から 

当日行った募金は 

      奄美・琉球の世界遺産自然遺産登録に向けた募金 41,000 円、 

口永良部島への義援金      33,000円、 

奄美猫部            34,000円 

    があったことについて報告と謝意が述べられた。 

3．女性部報告（田川女生部長） 

   おはら祭りへの協力に対する謝意と鹿児島市長賞を頂いたとの報告と表

彰状の披露。新女性部会員が増加し活気が出てきたとのこと。 

４．青年部報告（原田青年部副部長） 

   6月 20日に東十条小学校でバレーボール大会があった事、今後の活動と

して 10 月 18 日の大運動会、11 月 28 日にソフトボール大会が予定されて

いる事が報告された。 

5．その他 

  ○ 東京奄美ゴルフ会（里山副幹事長） 

    9月 16日（水）大宮ゴルフカントリークラブでチャリティーゴルフが

予定されていること、及び今回から「ホールインワン賞」が設けられる事

が報告された。 

○ 東京奄美事務所（松原所長） 

先の文化講演会で集まった「自然遺産登録の寄付金」に対する謝意、

国民文化際のパンフレットの紹介があった。 

 

○ 各郷友会の応援席決定 

     大運動会時における対抗する地域ごとの席割を「ジャンケン」で行っ

た。結果は 次の通り 

    席 １       席 ２       席 ３ 

    席 ４       席 ５       席 ６ 
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    席割の図面は下記の通り 

    喜界・笠利・龍郷   本部席       

   名                  徳 

   瀬     ≪トラック≫       之 

                      島 

   瀬戸内   三村会    沖州・与論 

校門 

 

 

＜添付資料＞ 

① 第 117回総会・大運動会式次第（案）   

② 大運動会予算（案）及び過去の収支状況   

③ 郷土表敬訪問コース別参加者及び日程表  

④ 執行部会出欠名簿及び日程表       

⑤ 東京奄美会役員名簿（平成 27年 8月 1日現在） 

⑥ 文化広報部活動報告 

⑦ 大運動会プログラム（案） 


